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令和６年５月 31日 

 
第 ３ 号 

 
昭島市立昭和中学校 
校 長   渡部  尚 

 

生徒会の力 

５月 10日（金）、生徒総会が行われました。今回は、各委員会の活動方針の発表と承認だけで

なく、「SNS学校ルール」の見直しも行われました。提案された候補の中から全校生徒の話し合いによる

採決が行われ、皆が一つのテーマに向き合った、とても素晴らしいものとなりました。 

私は、この生徒総会や花見大会、新入生歓迎会などの、これまでの生徒が企画・運営した活動を通し

て、生徒会の力で学校を変えた長野県の T 高校の話を思い出しました。当時の T 高校は、生徒の服装

や頭髪が乱れ、地域に迷惑をかけることも多く、「たいへん荒れた学校」と見られて

いました。しかし、このようなイメージを変えようと、先生たちとともに生徒会が動き、

学校を変えたのです。 

生徒会がまず取り組んだことは、通学路にゴミ箱を置き、生徒会役員がゴミ箱

を回収するという取り組みでした。これは、地域から「生徒がコンビニで食べ物を買

い、そのゴミを路上に捨てて困る」という苦情が多くあったからです。設置直後は、

なかなか効果が現れない状況でしたが、一週間ほど経った頃から徐々に変化が見られ、ゴミをゴミ箱へ捨て

る生徒が増え、通学路がきれいになってきました。また、夏休みにはゴミの回収ができないためにゴミ箱を撤

去していたのですが、その頃には生徒の意識が変わり、道路へ捨てる生徒がほとんどいなくなりました。 

その時の喜びを、当時の生徒会長の M君は、こんな言葉で語っています。 

「そのとき僕は、『やった！』と思いました。僕たちがゴミ箱を設置したから学校

が変わったのだと少し自慢に思いました。しかし、それは違うと思いました。実際

にゴミを捨てなくなったのは、生徒一人一人だからです。T高校は良い学校で

す。でも、もっと良くなります。今回のゴミ問題のように、生徒一人一人がいろん

なことに気づき、動いてくれれば、もっとすごい学校になると思います。」  

 

このように、生徒会には、学校をより良くする力があります。まず、生徒一人一人が、皆が過ごしやすい

学校について考えようとすること。そして、全ての生徒や先生たちの考えを踏まえ、正しくリードするリーダーが

いること。今の昭和中学校には、この空気を感じます。「生徒会」とは、生徒全員の組織です。これからの

生徒会のさらなる成長を、とても楽しみにしています。 
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生徒総会（５／10 開催） 

 

SNS 学校ルールについて、生徒が考えた２つの候補について、根拠の説明を聞いてから、全校生徒で考えました。 

「SNS でも心の距離を忘れない」に決定！ 

 

６月 行事予定  ※ふれあい月間 

日 曜 学校行事 日 曜 学校行事 

１ 土 第 77 回体育祭 17 月  

２ 日  18 火  

３ 月 振休 19 水 期末テスト 

４ 火  20 木 期末テスト 

５ 水 あいさつ運動（始） 職員会議 21 金 期末テスト  球技大会（１組） 

６ 木  22 土  

７ 金 あいさつ運動（終） 体育祭予備日 23 日  

８ 土  24 月 朝礼 

９ 日  25 火 専門委員会 

10 月 開校記念日 生徒会朝礼 26 水  

11 火  27 木 中央委員会 

12 水 小中連携の日 定期テスト１週間前 28 金  

13 木  29 土  

14 金 ハートフル教室 30 日  

15 土  31 月  

16 日     

＜来月の予定＞ 
５日（金） 進路説明会・修学旅行保護者説明会（３年） 
８日（月）～12 日（金） 三者面談（全） 
19 日（金） 終業式 

 

＜お知らせ＞ 

●体育祭について 

６月１日（土）、体育祭が行われます。スローガンは、「万里一空 笑顔をつくる」です。一つの目標に向かって 

努力を続けるという意味で、そんな中でも笑顔で取り組もうということです。あたたかな励ましをお願いいたします。 

●ふれあい月間の取組について 

ふれあい月間とは、都内の全ての小中学校で、いじめの未然防止に努め、健全育成を図る目的で定めているもの 

です。年間で３回（６月・11 月・２月）あり、この月ではいじめ防止を強化するとともに、人を思いやることができる 

心の醸成に向けた取組を学校単位で進めていきます。本校でも生活（いじめ）アンケートの実施、朝礼での講話、 

ハートフル教室、身近な相談機関の周知などに取り組み、未然防止と早期対応に努めていきます。 


